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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項

特長

Hydraulic  Booster  Unit

Model   CJB

油圧ブースタユニット

クランプ時間を劇的に短縮！
設備側から油圧供給が可能な場合、設備側油圧源+エアハイドロポンプでクランプ時間を劇的に短縮します。

回路例

クランプ時間比較

クランプ時間が劇的に短縮！

コンパクト！

油の集中管理が可能！

段取時間削減、稼働率 UP ！

成形機油圧源　＋　エアハイドロポンプ　のハイブリッドユニットを形成し、クランプ時間を短縮します。

油タンクは成形機と共有できるので、油の集中管理が可能です。

クランプ時間の短縮により、段取り時間の削減や稼働率の向上等、さまざまな効果をもたらします。

油タンクは成形機と共有できるので、コンパクト化が可能です。

成形機へ

エア源

インライン
チェック弁

リザーバ
タンク

固定盤面

可動盤面

金型サポートブロック（MH）

操作ペンダント制御ユニット

T 溝プレート

T 溝プレート

金型落下防止ブロック（MJ）

油圧クランプ

油圧クランプ

固定盤側油圧回路

可動盤側油圧回路

エア回路

電気回路

設備側油圧源

油圧ブースタユニット

ポンプ別昇圧時間比較

圧力スイッチ
『ON』
（INC 17.6 MPa）

（22.5 MPa）

昇圧完了

60

40

20

0
時

間
[秒

]

使用ポンプ

吐出油量

CPD 油圧ユニット
（AD7300 ポンプ）

油圧ブースタユニット
成形機油圧源

+
AB7000 ポンプ

3.74 [ℓ/min] 50 [ℓ/min]
+

1.32 [ℓ/min]

昇圧時間
半減！！

850ton 成形機
GBC1600×8 台の場合

※ データは当社独自の算出値です。

注意事項
 ※1. 油圧クランプの動作時は、設備側油圧源を供給し続けてください。
 ※2. オプション：リザーバタンクはP7、インラインチェック弁はP8を参照願います。

※1

※2

※2
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

形式表示

3

 0 ： 一般作動油

 G ： 水・グライコール

 S ： シリコンオイル

 F ： 脂肪酸エステル

流体コード

4

 0 ： 製品のバージョン情報です。 

デザインNo.

5

 U ： クランプ用　ダブルソレノイドバルブ仕様

 R ： 圧力補償弁付（通常昇圧確認）

 S ： 圧力補償弁付（通常昇圧確認 + 異常高圧確認）

（回路数 + 回路記号　にて表示）回路記号

6

 1 ： AC100V（50 / 60Hz）

 2 ： AC200V（50 / 60Hz）

 3 ： AC110V（50 / 60Hz）

 4 ： AC220V（50 / 60Hz）

 5 ： DC24V

電圧コード

1 ポンプ形式

 B ： ABポンプ（形式：AB7000-M□-Z0360□）

2 圧力コード

 N ： 常用油圧 25MPa

   圧力スイッチ設定 INC. 17.6MPa（通常昇圧確認）、INC. 28.4MPa（異常高圧確認）

53 6 7 81 2 4

CJ B N 0 0 0 -  2UR - 5 A -  D K1

回路記号

仕様
 形式

 常用油圧力 MPa

 耐圧  MPa

 供給エア圧力 MPa

 1 次側供給油圧力 MPa

 制御電圧 V

 使用温度 ℃

 使用流体

 

 質量 kg

 2 回路

 3 回路

 4 回路

 CJBN0　0-　　-　

 25

 37

 0.41 以上

 14.0 以下

 DC 24V

 0 ～ 70

 形式表示 参照

 20 回 / 1 日以下

 昇圧時間：2.5 分 / 1 回以下

 約 19

 約 22

 約 25

 使用頻度

主要構成機器
 AB ポンプ

 形式

 吐出油圧 MPa

 設定エア圧力 MPa

 無負荷時吐出油量 ℓ/min

 BA バルブ

 形式

 BR バルブ（圧力補償弁）

 形式

 リリーフ圧力（設定圧力） MPa

 JBA 圧力スイッチ（R：通常昇圧確認）

 形式

 設定圧（通常昇圧確認） MPa

 JBA 圧力スイッチ（S：異常高圧確認）

 形式

 設定圧（通常昇圧確認） MPa

 設定圧（異常高圧確認） MPa

 エアソレノイドバルブ（SMC 製）

 形式

 

　

 AB7000-M□-Z0360□

 22.5

 0.41

 1.32

 BA5R11-0-Z01802

 BR5N11-0

 25.0

 JBA2700-0G

 INC. 17.6

 JBA3800-0GD

 INC. 17.6

 INC. 28.4

 SYJ5240-5G

注意事項
 6. BRバルブ（圧力補償弁）のリリーフ圧力25.0MPaを考慮し、
  ポンプの異常連続動作を避けるため、ポンプのバランス停止
  を22.5MPaとしています。

注意事項
 2. 粘度が高い作動油を使用すると、動作時間が長くなります。
  ISO-VG-32相当の作動油をご使用ください。
 3. 低温での使用は、作動油粘度が高くなるため動作時間が
  長くなります。
 4. 油圧回路中に油圧計を設ける場合は、脈動による油圧計
  破損を防止するため、ダンパーを設けるか油（グリセリン）
  入り圧力計をご使用ください。
 5. ポンプのメンテナンスを考慮し、取付けの際は油圧ユニッ
  ト上部に空間を設けてください。

注意事項
 ※1. オプションの詳細や組合せについては、別途お問合せ願います。
 1. 本ユニットの使用時は、YM制御ユニットの圧力スイッチ・圧力源の 2「クランプ油圧上昇指令有り、外部油圧ポンプ動作出力付」を
  選択してください。

注意事項
 7. 回路図中の○記号は、端子番号を示します。
 8. 回路図中の□記号は、コイル記号を示します。
 9. Rポートは、必ず独立した油経路でタンクへ接続してください。
  他のアクチュエータと共通の油経路にすると背圧により内部部品が破損する可能性があります。

CJBN0□0-3UR-5A の回路記号を示します。 CJBN0□0-3US-5A の回路記号を示します。

1

3 2

3

4 5

-

+ -

+エアソレノイドバルブ

JBA 圧力スイッチ

BA バルブ

BR バルブ

6

8 7

8

9 10

-

+ -

+

A1 ポート
PA ポート

PH ポート

R ポート

AB ポンプ

A2 ポート

UR 回路

UR 回路

A

B

A

B

11

13 12

13

14 15

-

+ -

+

A3 ポート

UR 回路

A

B

A

B

A

B

A

B

1

3 2

3

4 5
9 10

-

+ -

+エアソレノイドバルブ
JBA 圧力スイッチ

BA バルブ

BR バルブ

11

13 12

13

14 15
19 20

-

+ -

+

A1 ポート
PA ポート

PH ポート

R ポート

A2 ポート

US 回路

US 回路

A

B

A

B

21

23 22

23

24 25
29 30

-

+ -

+

A3 ポート

US 回路

A

B

A

B

A

B

A

B

AB ポンプ

+ 2
 0

7 コモン

 A ： + コモン (標準)

 B ： - コモン

（　  電圧コード 5：DC24V選択時のみ）6

8 オプション ※1

 無記号 ： オプション無し

 D ： オートドレン仕様フィルタレギュレータ

 E ： レギュレータ無し

 F ： マニュアルドレン仕様フィルタレギュレータ

 K0 ： 各回路圧力計付（色表示無し / 元圧計無し）

 K1 ： 各回路圧力計付（色表示有り / 元圧計無し）

 L ： 圧力スイッチランプ付き

 N ： 配管ポートNPTネジ

 P ： 圧力計PSI/MPa併記

43



特長・回路例
形式表示・仕様
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リザーバタンク

インラインチェック弁
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

A2 A3A1 A2 A3

U□ U□ U□

A1

A2A1 A2

U□ U□

A1

外形寸法：CJBN0□0-2U□-□（2回路）

外形寸法：CJBN0□0-3U□-□（3回路）

外形寸法：CJBN0□0-4U□-□（4回路）

A2 A3 A4

U□ U□ U□ U□

A1 A2 A3 A4

U□ U□ U□ U□

A1

94

85

51
25

51
17

4

34
2

22
0

10
1.

5

46

70

32
31

0

7139

89

713550505045

10.5

25 25280

2-M8ボルト穴
M8×20ボルト（付属）

JISバネザ（付属）

8533039.5

454.5

コンジット穴
2-φ28

BAバルブ

BRバルブ

Rポート
Rc1/4 Aポート

4-Rc3/8

PHポート
Rc3/8

JBA圧力スイッチ 端子台
エアレギュレータ

ABポンプエアソレノイドバルブ
エア圧力計

PAポート
Rc1/4

204

94

85

51
25

51
17

4

34
2

22
0

10
1.

5

11
0

11
0

11
0

46

70

32
31

0

7139

89

7135

53.5

5045

10.5

25 25180

2-M8ボルト穴
M8×20ボルト（付属）

JISバネザ（付属）

8523039.5

354.5

コンジット穴
2-φ28

BAバルブ

BRバルブ

Rポート
Rc1/4 Aポート

2-Rc3/8

エア抜キ弁

▼（エア抜キポート）
（Rc1/4）

PHポート
Rc3/8

JBA圧力スイッチ 端子台
エアレギュレータ

ABポンプ

エアソレノイドバルブ
エア圧力計

PAポート
Rc1/4

204

53.5

53.5

94

85

51
25

51
17

4

34
2

22
0

10
1.

5

46

70

32
31

0

7139

89

7135505045

10.5

25 25230

2-M8ボルト穴
M8×20ボルト（付属）

JISバネザ（付属）

8528039.5

404.5

コンジット穴
2-φ28

BAバルブ

BRバルブ

Rポート
Rc1/4 Aポート

3-Rc3/8

PHポート
Rc3/8

JBA圧力スイッチ 端子台
エアレギュレータ

ABポンプ

エアソレノイドバルブ
エア圧力計

PAポート
Rc1/4

204

エア抜キ弁

▼（エア抜キポート）
（Rc1/4）

エア抜キ弁

▼（エア抜キポート）
（Rc1/4）

注意事項
 1. 図中の▼印部のポートはプラグを施工しています。エア抜き時には取外し、エア抜き後はプラグを施工してください。
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

A2 A3A1 A2 A3

U□ U□ U□

A1

A2A1 A2

U□ U□

A1

外形寸法：CJBN0□0-2U□-□（2回路）

外形寸法：CJBN0□0-3U□-□（3回路）

外形寸法：CJBN0□0-4U□-□（4回路）

A2 A3 A4

U□ U□ U□ U□

A1 A2 A3 A4

U□ U□ U□ U□

A1

94

85

51
25

51
17

4

34
2

22
0

10
1.

5

46

70

32
31

0

7139

89

713550505045

10.5

25 25280

2-M8ボルト穴
M8×20ボルト（付属）

JISバネザ（付属）

8533039.5

454.5

コンジット穴
2-φ28

BAバルブ

BRバルブ

Rポート
Rc1/4 Aポート

4-Rc3/8

PHポート
Rc3/8

JBA圧力スイッチ 端子台
エアレギュレータ

ABポンプエアソレノイドバルブ
エア圧力計

PAポート
Rc1/4

204

94

85

51
25

51
17

4

34
2

22
0

10
1.

5

11
0

11
0

11
0

46

70

32
31

0

7139

89

7135

53.5

5045

10.5

25 25180

2-M8ボルト穴
M8×20ボルト（付属）

JISバネザ（付属）

8523039.5

354.5

コンジット穴
2-φ28

BAバルブ

BRバルブ

Rポート
Rc1/4 Aポート

2-Rc3/8

エア抜キ弁

▼（エア抜キポート）
（Rc1/4）

PHポート
Rc3/8

JBA圧力スイッチ 端子台
エアレギュレータ

ABポンプ

エアソレノイドバルブ
エア圧力計

PAポート
Rc1/4

204

53.5

53.5

94

85

51
25

51
17

4

34
2

22
0

10
1.

5

46

70

32
31

0

7139

89

7135505045

10.5

25 25230

2-M8ボルト穴
M8×20ボルト（付属）

JISバネザ（付属）

8528039.5

404.5

コンジット穴
2-φ28

BAバルブ

BRバルブ

Rポート
Rc1/4 Aポート

3-Rc3/8

PHポート
Rc3/8

JBA圧力スイッチ 端子台
エアレギュレータ

ABポンプ

エアソレノイドバルブ
エア圧力計

PAポート
Rc1/4

204

エア抜キ弁

▼（エア抜キポート）
（Rc1/4）

エア抜キ弁

▼（エア抜キポート）
（Rc1/4）

注意事項
 1. 図中の▼印部のポートはプラグを施工しています。エア抜き時には取外し、エア抜き後はプラグを施工してください。
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

形式表示：リザーバタンク

回路記号

外形寸法

回路記号

外形寸法外形寸法表 外形寸法表

2

 0 ： 製品のバージョン情報です。 

デザインNo.

1 タンク容量

 4 ： 40 cm3

 6 ： 60 cm3

1 2

JPC0 4 0

形式表示：インラインチェック弁

2

 0 ： 製品のバージョン情報です。 

デザインNo.

1 定格流量

 1 ： 30 ℓ/min

 3 ： 85 ℓ/min

1 2

MVC0 1 0

仕様

 形式

 最高使用油圧力 MPa

 耐圧  MPa

 タンク容量 cm3

 使用温度 ℃

 使用流体

 適用チェック弁形式

 JPC040

  21

  32

 40

  0 ～ 70

  一般作動油

 MVC010

 JPC060

 

 

 60

 

 

 MVC030

注意事項
 1. 長期間マシンを停止する際に、モータポンプも停止される場合、
  油圧源が断たれ、ABポンプが空運転する可能性があります。
  JPCリザーバタンクを設けることで供給油量を確保することが
  できます。

20

55

27
.5

27
.5

A

55

27.527.53-PHポート
1-Bプラグ（付属）

BA

OUTポート
Cポート

INポート
Cポート

OUTポート INポート

 形式

 A

 B

 JPC040

 100

 Rc3/8

 JPC060

 120

 Rc1/2

 形式

 A

 B

 C

 MVC010

 27

 76

 Rc3/8

 MVC030

 41

 95

 Rc3/4

仕様

 形式

 定格流量 ℓ/min

 最高使用油圧力 MPa

 クラッキング圧力 MPa

 MVC010

 30

  25

  0.04

 MVC030

 85

PH ポート
CJB 油圧ブースタユニットへ

MVC インラインチェック弁

PH ポート

87



特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

形式表示：リザーバタンク

回路記号

外形寸法

回路記号

外形寸法外形寸法表 外形寸法表

2

 0 ： 製品のバージョン情報です。 

デザインNo.

1 タンク容量

 4 ： 40 cm3

 6 ： 60 cm3

1 2

JPC0 4 0

形式表示：インラインチェック弁

2

 0 ： 製品のバージョン情報です。 

デザインNo.

1 定格流量

 1 ： 30 ℓ/min

 3 ： 85 ℓ/min

1 2

MVC0 1 0

仕様

 形式

 最高使用油圧力 MPa

 耐圧  MPa

 タンク容量 cm3

 使用温度 ℃

 使用流体

 適用チェック弁形式

 JPC040

  21

  32

 40

  0 ～ 70

  一般作動油

 MVC010

 JPC060

 

 

 60

 

 

 MVC030

注意事項
 1. 長期間マシンを停止する際に、モータポンプも停止される場合、
  油圧源が断たれ、ABポンプが空運転する可能性があります。
  JPCリザーバタンクを設けることで供給油量を確保することが
  できます。

20

55

27
.5

27
.5

A

55

27.527.53-PHポート
1-Bプラグ（付属）

BA

OUTポート
Cポート

INポート
Cポート

OUTポート INポート

 形式

 A

 B

 JPC040

 100

 Rc3/8

 JPC060

 120

 Rc1/2

 形式

 A

 B

 C

 MVC010

 27

 76

 Rc3/8

 MVC030

 41

 95

 Rc3/4

仕様

 形式

 定格流量 ℓ/min

 最高使用油圧力 MPa

 クラッキング圧力 MPa

 MVC010

 30

  25

  0.04

 MVC030

 85

PH ポート
CJB 油圧ブースタユニットへ

MVC インラインチェック弁

PH ポート
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

注意事項

●  設計上の注意事項 ●  施工上の注意事項

 1） 仕様の確認
 ● 各製品の仕様を確認の上、ご使用ください。

 2） 回路設計にご注意ください。
 ● 回路設計の際は「操作系統図」を参考に回路設計してください。
 ● 連続運転（循環回路・オープン回路）には不適です。
  必ずクローズド回路用としてご使用ください。
  連続運転はポンプ内部パッキンの磨耗により寿命に影響を与え
  ます。
 ● 油圧回路中にバルブを設ける場合は、当社製ノンリークバルブ
  をご使用ください。
  市販の油圧バルブをご使用の場合、バルブ内の油圧リークに よ
  りオープン回路になることがあります。
 ● リターンポートは必ず独立した油経路でタンクへ接続してくだ
  さい。
  他のアクチュエータと共通の油経路にすると背圧により内部部
  品が破損する可能性があります。
 ● 油圧供給源から常時油圧供給するようにしてください。供給を
  停止するとポンプがエアを吸込み、ポンプが止まらなくなりま
  す。
 ● ユニットの回路は添付の回路記号図と操作系統図を参照のうえ、
  システム・機器の仕様に合わせて選定してください。
  不適切な回路で使用すると、機械・装置の破損の原因になるこ
  とがあります。
 ● 回路内に油圧計を設置する場合、圧力計のレンジは常用油圧の
  2 倍を目安としてください。
  また、圧力計は、耐振性のものをご使用ください。

 3） 仕様と異なる電源電圧で使用しないでください。
 ● ソレノイドバルブの動作不良、またはソレノイドバルブを破損
  させることがあります。

 4） BR バルブ（圧力補償弁）付きを選定する場合、次の点にご注意
  ください。
 ● BR バルブは油温上昇による増圧分の油をリリーフするためのバ
  ルブです。
  リリーフ設定圧力以上の供給圧力を減圧させる目的には使用しな
  いでください。
  ポンプ・BR バルブが常時動作することになり、ポンプ・BR バル
  ブの寿命が短くなります。

 5) 使用するエア配管は､内径６ｍｍ以上のものをご使用ください。
 ● 供給エアの容量が不足すると、エア圧の変動が大きくなりポン
  プが正常に動作しないことがあります。

 9） DC 電源の場合、ソレノイドバルブに極性があるので注意して
  ください。
 ● 極性を間違えるとソレノイドバルブのコイルが焼損します。
  （極性については外形図に記載されている回路図の端子番号を
  参照願います。）

 10） 油圧回路中のエア抜きを行なってください。
 ● 配管施工後は、配管の末端部、あるいは回路内の最上部でエア抜
  きを行なってください。

 1） 使用流体をご確認ください。
 ● 使用流体は、必ず鉱物系作動油をご使用ください。
  難燃性作動油等の流体を使用すると、ポンプの故障の原因とな
  ります。作動油は、下記の適正な油をご使用ください。
   粘度：ISO VG 32
   アニリン点 100℃以上
  寒冷地でご使用の場合には、低粘度の作動油をご使用ください。
   推奨：ISO VG 22

 2） 取付け位置にご注意ください。
 ● ユニットは必ず水平に取付けてください。斜めに取付けると油
  漏れの原因になります。
 ● ポンプ上面のエア排気口を塞がないでください。

 3） 取付ボルトの締付け
 ● 取付ボルト（M8）は、締付トルク 25N・m で締め付けてください。

 4） 清浄な空気をご使用ください。
 ● 圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性
  ガス等を含むときは、ポンプの破損や動作不良の原因となります
  ので使用しないでください。

 5） 配管前の処置
 ● 配管・管継手・その他油穴等は、充分にフラッシングを行ない清
  浄な状態でご使用ください。
  （A ポートにはフィルタを設けていますがフラッシングが充分で
  ない場合、目詰まり等で流量特性が低下する原因になります。）

 6） シールテープの巻き方
 ● シールテープを使用される時は、ネジ部先端を 1 ～ 2 山残して
  巻いてください。
  また、配管施工時はシールテープ等の異物が機器内に詰まらない
  よう注意して、適正な施工を行なってください。
  シールテープの切れ端が動作不良や油漏れの原因になります。

 7） 継手の取付け
 ● PA（Rc1/4）への継手のねじ込みトルクは、12 ～ 14N・m  で
  ねじ込んでください。

 8） エア圧力計上部のゴムキャップを切り取って使用してください。
 ● 雰囲気温度の変化などにより、圧力計内部の圧力が変動し圧力計
  の精度、寿命が低下する原因になります。

操作系統図

PAポート
A1ポート

A2ポート

A3ポート

固定盤

可動盤

GBB/GBC/GBMクランプ PHポート

インラインチェック弁

Rポート

リザーバタンク

CJBユニット（3UR回路）

GBB/GBC/GBMクランプ

回路末端部

回路最上部

ゴムキャップ
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

注意事項

●  設計上の注意事項 ●  施工上の注意事項

 1） 仕様の確認
 ● 各製品の仕様を確認の上、ご使用ください。

 2） 回路設計にご注意ください。
 ● 回路設計の際は「操作系統図」を参考に回路設計してください。
 ● 連続運転（循環回路・オープン回路）には不適です。
  必ずクローズド回路用としてご使用ください。
  連続運転はポンプ内部パッキンの磨耗により寿命に影響を与え
  ます。
 ● 油圧回路中にバルブを設ける場合は、当社製ノンリークバルブ
  をご使用ください。
  市販の油圧バルブをご使用の場合、バルブ内の油圧リークに よ
  りオープン回路になることがあります。
 ● リターンポートは必ず独立した油経路でタンクへ接続してくだ
  さい。
  他のアクチュエータと共通の油経路にすると背圧により内部部
  品が破損する可能性があります。
 ● 油圧供給源から常時油圧供給するようにしてください。供給を
  停止するとポンプがエアを吸込み、ポンプが止まらなくなりま
  す。
 ● ユニットの回路は添付の回路記号図と操作系統図を参照のうえ、
  システム・機器の仕様に合わせて選定してください。
  不適切な回路で使用すると、機械・装置の破損の原因になるこ
  とがあります。
 ● 回路内に油圧計を設置する場合、圧力計のレンジは常用油圧の
  2 倍を目安としてください。
  また、圧力計は、耐振性のものをご使用ください。

 3） 仕様と異なる電源電圧で使用しないでください。
 ● ソレノイドバルブの動作不良、またはソレノイドバルブを破損
  させることがあります。

 4） BR バルブ（圧力補償弁）付きを選定する場合、次の点にご注意
  ください。
 ● BR バルブは油温上昇による増圧分の油をリリーフするためのバ
  ルブです。
  リリーフ設定圧力以上の供給圧力を減圧させる目的には使用しな
  いでください。
  ポンプ・BR バルブが常時動作することになり、ポンプ・BR バル
  ブの寿命が短くなります。

 5) 使用するエア配管は､内径６ｍｍ以上のものをご使用ください。
 ● 供給エアの容量が不足すると、エア圧の変動が大きくなりポン
  プが正常に動作しないことがあります。

 9） DC 電源の場合、ソレノイドバルブに極性があるので注意して
  ください。
 ● 極性を間違えるとソレノイドバルブのコイルが焼損します。
  （極性については外形図に記載されている回路図の端子番号を
  参照願います。）

 10） 油圧回路中のエア抜きを行なってください。
 ● 配管施工後は、配管の末端部、あるいは回路内の最上部でエア抜
  きを行なってください。

 1） 使用流体をご確認ください。
 ● 使用流体は、必ず鉱物系作動油をご使用ください。
  難燃性作動油等の流体を使用すると、ポンプの故障の原因とな
  ります。作動油は、下記の適正な油をご使用ください。
   粘度：ISO VG 32
   アニリン点 100℃以上
  寒冷地でご使用の場合には、低粘度の作動油をご使用ください。
   推奨：ISO VG 22

 2） 取付け位置にご注意ください。
 ● ユニットは必ず水平に取付けてください。斜めに取付けると油
  漏れの原因になります。
 ● ポンプ上面のエア排気口を塞がないでください。

 3） 取付ボルトの締付け
 ● 取付ボルト（M8）は、締付トルク 25N・m で締め付けてください。

 4） 清浄な空気をご使用ください。
 ● 圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性
  ガス等を含むときは、ポンプの破損や動作不良の原因となります
  ので使用しないでください。

 5） 配管前の処置
 ● 配管・管継手・その他油穴等は、充分にフラッシングを行ない清
  浄な状態でご使用ください。
  （A ポートにはフィルタを設けていますがフラッシングが充分で
  ない場合、目詰まり等で流量特性が低下する原因になります。）

 6） シールテープの巻き方
 ● シールテープを使用される時は、ネジ部先端を 1 ～ 2 山残して
  巻いてください。
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操作系統図

PAポート
A1ポート

A2ポート

A3ポート

固定盤

可動盤

GBB/GBC/GBMクランプ PHポート

インラインチェック弁

Rポート

リザーバタンク

CJBユニット（3UR回路）

GBB/GBC/GBMクランプ

回路末端部

回路最上部

ゴムキャップ
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特長・回路例
形式表示・仕様

回路記号
リザーバタンク

インラインチェック弁
外形寸法 注意事項model  CJB油圧ブースタユニット

注意事項

●  使用上の注意事項

 1） 充分な知識と経験を持った人が取り扱ってください。
 ● 油圧機器を使用した機械・装置の取扱い、メンテナンス等は、
  充分な知識と経験を持った人が行なってください。

 2） 安全を確保するまでは、機器の取扱い、取外しを絶対に行なわ
  ないでください。
 　① 機械・装置の点検や整備は、被駆動物体の落下防止処置や暴走
  防止処置等がなされていることを確認してから行なってくださ
  い。
　② 機器を取外す時は、上述の安全処置がとられていることの確認を
  行ない、油圧源やエア、電源を遮断し、油圧回路中に圧力が無
  くなったことを確認してから行なってください。
　③ 運転停止直後の機器の取外しは、機器の温度が上がっている場合
  がありますので、温度が下がってから行なってください。
　④ 機械・装置を再起動する場合は、ボルトや各部の異常が無いか
  確認した後に行なってください。

 3） 仕様に記載している設定エア圧でご使用ください。
 ● 設定エア圧以外でのご使用は、接続機器・被駆動物体の破損の
  原因になることがあります。
 ● BR バルブは、設定エア圧より高い圧力で使用すると、ポンプが
  常時作動することにより、ポンプ・BR バルブの寿命を短くします。

 4） 動作中は、ポンプに触れないでください。
 ● エア排気口からは圧縮エアが排出されます。
  目や耳など顔を近づけないでください。排気エアにより、けが
  をする場合があります。

 5) 分解した状態で運転しないでください。
 ● エア排気口のマフラ（フィルタ）を取外した状態で使用しない
  でください。
  排気音や排気圧力により、けがをする場合があります。

 6） 分解や改造はしないでください。
 ● 分解や改造をされますと、保証期間内であっても保証対象外と
  なります。

 7） BR バルブ・JBA 圧力スイッチの設定圧力の変更は行なわないで
  ください。
 ● 設定値の変更を行なうとユニットが正常に動作しなくなること
  があります。
  また保証期間内であっても保証対象外となります。

 8） 回路中のエア抜き
 ● 何らかの原因で回路中に多量のエアが混入した場合は、配管
  末端部あるいは回路中の最上部でエア抜きを行なうことを推奨
  します。
 ● ポンプがエアの混入した油を吸込み、エア噛みを起こす可能性
  があります。

 1） 保証期間
 ● 製品の保証期間は、当社工場出荷後 1 年半、または使用開始後
  1 年のうち短いほうが適用されます。

 2） 保証範囲
 ● 保証期間中に当社の責任によって故障や不適合を生じた場合は、
  その機器の故障部分の交換、または修理を当社の責任で行います。
  ただし、次の項目に該当するような製品の管理にかかわる故障
  などは、この保証の対象範囲から除外させていただきます。

 ① 決められた保守・点検が行われていない場合

 ② 使用者側の判断により、不適合状態のまま使用され、これに起因
  する故障などの場合

 ③ 使用者側の不適切な使用や取扱いによる場合
  （第三者の不当行為による破損なども含みます。）

 ④ 故障の原因が当社製品以外の事由による場合

 ⑤ 当社が行った以外の改造や修理、また当社が了承・確認していな
  い改造や修理に起因する場合

 ⑥ その他、天災や災害に起因し、当社の責任でない場合

 ⑦ 消耗や劣化に起因する部品費用または交換費用
  （ゴム・プラスチック・シール材および一部の電装品など）

  なお、製品の故障によって誘発される損害は、保証の対象範囲
  から除外させていただきます。

●  保証

 1） 機器の取外し
 ● 機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置等
  がなされていることを確認してから行ってください。
  また、再起動する場合は、各部の異常が無いか確認した後に行って
  ください。

 2） メンテナンス時の注意
 ● ポンプ、バルブの交換や油圧回路の保守・点検時は、下記要領に
  従い回路内の圧力を無くしてから行なってください。
 ① 被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置等を行なう。
 ② 電源を遮断する。
 ③ 二次側回路圧が 0 になるようにソレノイドバルブを切換える
  ソレノイドバルブの切換えをマニュアル操作にて行なう場合、
  マニュアルボタンの位置は下図を参照してください。

 ④ 供給エアを遮断する。
 ⑤ ポンプのエア抜き弁を六角レンチ（六角巾６mm）にて 1 回転緩
  めて、ポンプと BA バルブ間の残圧を開放する。

 3） 定期的に下記項目の点検を行なってください。
 ① エアレギュレータの圧力設定が適正か確認してください。
 ② エアフィルタ付の場合エアフィルタのドレン除去とエレメントの
  目詰まりの清掃を行なってください。
 ③ 油タンクの油量の確認
 ④ 油圧回路内の油漏れ
 ⑤ 配管・取付ボルトに緩みがないか定期的に増し締め点検を行なっ
  てください。
 ⑥ 作動油の劣化や汚れがないか確認してください。
 ⑦ 動作はスムーズで異音等がないか確認してください。
  （長期間放置した後、再起動する場合は正しく動作することを
  確認してください。）

 4） 製品を保管する場合は、直射日光・水分等から保護し冷暗所にて
  行ってください。

 5） オーバーオール・修理は当社にお申し付けください。

●  保守・点検

エア排気口

マニュアルボタン

ソレノイドバルブ形式：SYJ5□40
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特長・回路例
形式表示・仕様
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リザーバタンク
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